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作家と編集者 —谷崎潤一郎・川端康成の書簡を通して 

編集者・島崎藤村 —「藤村童話叢書」の出版資料から見る 

◇開催 １１月２２日（土） １５：００～１６：００ 

「阿片溺愛者の告白」に代表されるトマス・ド・クインシーの著作は、オスカー・ワイルドと並ん
で、谷崎潤一郎・佐藤春夫ら大正期の耽美派文学に対する偉大な教科書の役割を果たしま
した。昭和初期のエロ・グロ・ナンセンスの時代にも脚光を浴び、谷崎は「芸術の一種として
見たる殺人に就いて」(『犯罪科学』昭和６年３月～６月未完）を自ら翻訳しています。耽美とミ
ステリーを架橋した名訳の舞台裏の苦心を、自筆の訳稿から探ります。 

【講師紹介】 東京大学准教授、１９７６年生。佐藤春夫を中心に、美術と文学ジャンルの交流や作家の異

文化理解に関心がある。著書に『佐藤春夫と大正日本の感性』(鼎書房、２０１９)、編著に『知られざる佐藤

春夫の軌跡』（武蔵野書院、２０２２）、『佐藤春夫読本』（勉誠出版、２０１５）など。 

◇開催 １１月２２日（土） １３：００～１４：００ 

最初の長篇小説『破戒』（明治３９年）を自ら興した「緑蔭叢書」の第１編として世に送り出した
ことで知られる島崎藤村は、雑誌や叢書など生涯にわたり数々の出版活動に関わり続けた
作家でした。晩年の「藤村童話叢書」（昭和１５―１６年、研究社）はその最後の事業であり、こ
の時の出版資料には藤村の様々な苦心の跡が残されています。そのような「編集者」藤村の
姿を資料から明らかにしてゆきたいと思います。 

【講師紹介】 東海大学教授、１９７４年生。自然主義文学・私小説を中心に研究。主な著書・編著に『徳田

秋聲と「文学」』（鼎書房、２０２１）、『島崎藤村短篇集』（岩波文庫、２０２２）、『高村光太郎作品アンソロジー

戦争への道、戦争からの道』（田畑書店、２０２５）など。 

芥川龍之介「滝田樗陰宛書簡」を読む  

耽美とミステリーの懸け橋 —翻訳家•谷崎潤一郎の苦心 

◇開催 １１月２９日（土） １５：００～１６：００ 

芥川龍之介は、作品の完成に並々ならぬ努力を傾けた作家として知られています。彼は、原
稿を送った後であっても、間に合えばその訂正を厭わず求めました。本書簡はその一例とし
て位置づけられるものです。編集者との遣り取りを通して、作品「秋」の創作の現場を覗いて
見ましょう。 

【講師紹介】 横浜市立大学教授、１９６１年生。芥川龍之介の〈人〉と〈文学〉を主たる研究テーマとし、出版

メディアと作家、読者の関係にも関心を持つ。また、作家が聴いた音楽を蓄音機とＳＰレコードで再現するレ

コード・コンサートを企画・開催。著書に『１００年読み継がれる名作 芥川龍之介短編集』（監修、世界文化

社、２０２４）など。 

古書部 

◇開催 １１月２９日（土） １３：００～１４：００ 

作家と編集者の関係は、作品の成り立ちにとって、時に芸術的に大きな役割を果たすことは
知られている。その一方で、原稿料や営業上の思惑などの要因をめぐって作者と出版社の世
俗的なせめぎ合いが行われる場でもある。今回は、谷崎潤一郎・川端康成と改造社の編集者
の間で交わされた書簡を取り上げ、原稿料や題名のアピール度、後輩作家の原稿売り込み
など、どちらかといえば世俗的現場を垣間見ていきたい。 

【講師紹介】 多摩大学客員教授、１９５９年生。文学と美術・映画などとの交流を主な研究テーマとする。ま

た、横光利一など租界都市上海における日本人作家の活動にも興味を持つ。 

        近代文学特別講座 

活字をはみだすもの 第２６回  

2025.10.31 開設 

—作品本文の改稿を伝える手紙 

講師 中澤 弥 先生 

講師 庄司達也 先生 

講師 大木志門 先生 

講師 河野龍也 先生 


